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広
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勝山商工会議所奥越地域ジョブ・カードサポートセンター
TEL（0779）88-0463お問い合わせ

もの忘れ検診もの忘れ検診
•最近もの忘れが気
になる方
•市から検診を勧めら
れた方

脳神経外科へ
ご相談ください

母乳相談母乳相談
母乳に伴う様々な
お悩みをお持ちの方

産婦人科外来へ
ご相談ください

休日レディース
がん検診
休日レディース
がん検診
本年度の受付は２月中旬で
終了致しました。
平成27年度分については
健康管理センターへ
ご相談ください

JCHO福井勝山総合病院 TEL：0779ｰ88ｰ0350　FAX：0779ｰ88ｰ3739
ジェイコー

出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい

「女性がもっと活躍を！」
　市の行政施策についての意見を聞
き、かつ、市長に対して意見を述べる
ことができる勝山市総合行政審議会。
その15人のメンバーのうち７名は女
性です。
　女性の社会進出の状況などについて
皆さんで意見をまとめていただき、代
表して立壁康子さん（42＝細野口＝）にお話を
伺いました。
　審議会に参加しての感想として立壁さんは「市
の広報紙にちゃんと目を通していたつもりでし
たが、実際は関心のあるところだけを見ていた
ようで、重要なお知らせなど、見逃している情
報が多いと感じました。」行政に対する関心が高
まってきたそうで、最近は「議会だより」にも
関心が向いてこられた様子です。
　女性の社会進出については、「これまではどこ

か他人事で人まかせにしていた感じです。
　審議会に参加する機会を与えられて、最初は
何かいいことを言わなくてはという気後れから
発言しにくかったですが、市の担当の方たちが
リラックスできる雰囲気作りやフォローをして
くれて、やっと気負わずに発言できるようにな
りました。女性の割合が多いので発言が柔らか
く、本音が言いやすいです。地域の団体などにも、
この流れが広がっていくといいなと思います。」

勝山市総合行政審議会
女性メンバーの皆さん

左から笠井さん、竹島さん、立壁さん、重松さん、
前川さん、松山さん、山内さん

左 ら笠井 ん 竹島 ん 立壁 ん 重松 ん
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平成27年
成人式実行委員会テーマ

「さつき～「さつき～
　　自分自身の花を　　自分自身の花を

咲かそう～」咲かそう～」

◆
成
人
式
を
盛
り
上
げ
る

　

今
年
度
の
成
人
式
も
、
第
２
部

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
第
３
部
の

「
つ
ど
い
」
を
成
人
式
実
行
委
員

会
９
名
（
会
長　

岩
佐
宥
太
郎
さ

ん
）と
市
教
育
委
員
会
と
で
企
画
・

運
営
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
は

当
日
ま
で
に
13
回
会
合
を
持
ち
、

ム
ー
ビ
ー
の
作
成
や
、
当
日
の
運

営
・
司
会
進
行
、
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
「
夢
語
り
」
発
表
な
ど
大
活
躍

し
ま
し
た
。

実行委員がお出迎え

中学時代の恩師と交流 懐かしい映像に笑顔 ムービー上映

各地区ごとに記念撮影 完成した寄せ書き 気合入ってます！
横川淳史さん（左）、壁本真治さん

会長　岩佐宥太郎さん

実行委員会による「夢語り」実行委員会による「夢語り」

新
成
人
に
聞
き
ま
し
た

新
成
人
に
聞
き
ま
し
た

千
京 

拓た
く

寛ひ
ろ

さ
ん
（
20
）

平
泉
寺
町
赤
尾　

会
社
員

　
「
今
は
福
井
市
で
会
社
の
寮
に

住
ん
で
い
ま
す
。
給
料
を
も
ら
っ

て
い
る
の
で
責
任
感
を
持
っ
て
仕

事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
将
来

は
勝
山
に
帰
り
両
親
に
楽
を
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。」

石
川　

早
希
さ
ん
（
19
）

元
町
１
丁
目　

学
生

　
「
長
野
市
で
英
語
の
教
師
を
目

指
し
て
大
学
で
勉
強
中
で
す
。
今

年
は
教
育
実
習
が
あ
る
の
で
大
変

で
す
が
、
良
い
教
師
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。」
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平
成
27
年

平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成
222222222222222
年年年年年年年年年年年年年年

勝
山
市

勝
山
市
成
人
式

成
人
式開

催
開
催

◆
２
６
０
人
の
門
出
を
祝
う

　

１
月
11
日
に
、
平
成
27
年
勝
山

市
成
人
式
が
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
対
象
者
2
6
0
人
の

内
、2
3
3
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
主
催
者
を
代
表
し
て

山
岸
正
裕
市
長
が
新
成
人
へ
の
激

励
を
込
め
た
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

事
前
に
募
集
し
た
新
成
人
の
声

で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
仲
村
大だ
い

将き

さ
ん
が
作
品
を
発
表
し
ま
し

た
。
ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て

石
井
大ひ
ろ
と翔
さ
ん
が
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
と
て
も

力
強
い
も
の
で
し
た
。

◆
恩
師
と
の
交
流

　

式
典
終
了
後
は
第
２
部
と
し
て

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
市

消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
悪
質
商

法
へ
の
啓
発
の
後
に
、
新
成
人
有

志
に
よ
る
成
人
式
実
行
委
員
会
と

市
教
育
委
員
会
に
よ
る
企
画
で
、

実
行
委
員
会
が
作
成
し
た
ビ
デ
オ

上
映
、
中
学
時
代
の
恩
師
紹
介
、

各
中
学
校
の
校
歌
斉
唱
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
実
行
委
員
会
全
員
に
よ

る
「
夢
語
り
」
が
行
わ
れ
、
一
人

ひ
と
り
が
、
親
、
恩
師
、
友
達
な

ど
へ
の
感
謝
の
言
葉
と
自
分
の
夢

に
つ
い
て
熱
く
語
り
ま
し
た
。

〜
夢
と
希
望
と
自
覚
を
胸
に
〜

さつきに見立てた寄せ書き 受付の様子 ピアノ伴奏 三屋莉奈さん

新成人の声　仲村大将さん新成人の声　仲村大将さん

誓いの言葉　石井大翔さん誓いの言葉　石井大翔さん
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目
指
せ

目
指
せ
！！！！
〝
健
康
の
ま
ち
勝
山

〝
健
康
の
ま
ち
勝
山
〞〞

　

市
は
、〝
健
康
の
ま
ち
勝
山
〞

を
目
指
し
、「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

を
平
成
26
年
５
月
25
日
か
ら
10
月

26
日
ま
で
の
１
５
５
日
間
で
実
施

し
ま
し
た
。

　
「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
は
、
１

日
30
分
以
上
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で

１
ポ
イ
ン
ト
、
各
種
健
康
づ
く
り

事
業
に
参
加
し
て
ボ
ー
ナ
ス
ポ
イ

ン
ト
を
集
め
、
１
０
０
ポ
イ
ン
ト

達
成
を
目
指
す
事
業
で
、
大
人
３

３
８
人
、
子
ど
も
23
人
の
合
計
３

６
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
井
大
学
教
育
地
域
科

学
部
人
間
文
化
講
座
の
戎え
び
す

利
光

教
授
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、「
健

康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
開
始
前
と
終
了

後
に
行
っ
た
血
液
検
査
と
体
力
測

定
の
結
果
か
ら
、「
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
の
効
果
に
つ
い
て
共
同
研

究
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
に
つ
い
て
、「
健
康

の
ま
ち
勝
山
の
実
現
に
向
け
た
健

康
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
効
果
」と
題
し
、

１
月
25
日
に
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

調
査
し
た
内
容

○ 

体
力
（
握
力
、開
眼
片
足
立
ち
、

上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、

足
指
力
）

○
体
脂
肪
率

○
血
液
成
分

• 

T
C
（
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

• 

H
D
Lｰ

C
（
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル　

動
脈
硬
化
を
抑
制
）

• 

L
D
Lｰ

C
（
悪
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル　

動
脈
硬
化
を
促
進
）

• 

T
G
（
中
性
脂
肪
）

• 

H
b
A
1
c
（
血
糖
値
の
高
い

状
態
が
続
く
と
高
値
に
な
る
）

○
血
圧

○ 

心
の
健
康
度
自
己
評
価
票
（
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
）

○ 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
よ
る
効
果

　

講
演
会
で
は
、戎
教
授
よ
り「
健

康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
開
始
前
と
終
了

後
の
デ
ー
タ
の
比
較
・
分
析
結
果

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
次
の
よ

う
な
効
果
が
あ
っ
た
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

• 

血
液
脂
質
の
改
善
が
認
め
ら
れ

動
脈
硬
化
の
予
防
が
期
待
で
き
る

• 

体
力
は
全
般
的
に
向
上
し
、
特

に
筋
持
久
力
（
そ
れ
ほ
ど
き
つ

く
な
い
力
仕
事
を
長
い
間
す
る

能
力
）
や
足
指
力
（
足
の
親
指

と
第
２
指
で
測
定
器
の
つ
ま
み

を
挟
ん
で
計
測
し
た
下
肢
筋

力
）
の
向
上
は
著
し
か
っ
た

※ 

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す

　

今
回
の
「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

事
業
を
通
じ
て
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の
軽
い
運
動
を
続
け
て
い
く

こ
と
で
、
体
に
負
担
を
か
け
ず
に

動
脈
硬
化
の
予
防
や
体
力
の
向
上

が
期
待
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
積
極
的
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
毎
日
の

生
活
を
健
康
に
送
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８ 

戎　利光教授

講演会の様子

健康チャレンジ健康チャレンジ
100ポイント達成者抽選会開催100ポイント達成者抽選会開催

　講演会終了後、健康チャレンジの100ポイント
達成者抽選会を開催しました。170人の方が100
ポイントを達成し、抽選会には108人の方が参加
され、商品券やお肉などの豪華賞品が50名の方
に贈呈されました。

最
高
ポ
イ
ン
ト
達
成
者表

彰

　
「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
最
高

の
２
２
１
ポ
イ
ン
ト
を
達
成
さ
れ

た
夛
田
雅
恵
さ
ん（
鹿
谷
町
保
田
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
講
演
会
を
開
催

広報かつやま2月号 №723 　　 4

勝山年の市
　１月25日に本町通りで、毎年恒例の勝山年の市
が開かれました。好天に恵まれ、約２万３千人の人
出で賑わいました。

ござぼうし実演

手回し芋洗い器手回し芋洗い器

のむきのエゴマのむきのエゴマ

荒土の炭荒土の炭
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
● 

勝
山
市
と
白
山
市
白
峰
の
関
係

　

勝
山
市
と
白
山
市
白
峰
の
間
に
谷
峠

が
あ
り
ま
す
。
古
く
か
ら
こ
の
谷
峠
が

玄
関
口
と
な
り
、
人
々
が
往
来
し
交
易

が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
歴
史
や
文
化
な
ど

の
数
多
く
の
共
通
点
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

勝
山
市
は
２
０
０
９
年
、
白
山
市
も
２

０
１
１
年
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
い
う
共
通
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

● 

白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
の
テ
ー
マ

は
、白
山
か
ら
始
ま
る
「
水
と
石
の
旅
」

　

白
山
周
辺
は
、
赤
道
に
近
い
と
こ
ろ

に
あ
り
な
が
ら
、
世
界
屈
指
の
豪
雪
地

帯
で
す
。
冬
に
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
吹
く

冷
た
く
乾
燥
し
た
季
節
風
は
、
暖
流
が

流
れ
る
日
本
海
上
空
を
通
過
す
る
間
に
、

大
量
の
水
蒸
気
を
蓄
え
ま
す
。
そ
の
湿
っ

た
風
が
白
山
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
で
上
昇

気
流
が
発
生
し
、
急
激
に
冷
や
さ
れ
大

量
の
雪
が
降
り
ま
す
。
そ
の
雪
解
け
水

は
、
手
取
川
を
流
れ
る
中
で
大
地
を
削

り
な
が
ら

峡
谷
を
形

成
し
、
運

ば
れ
た
石

が
た
ま
る

こ
と
で
扇

状
地
を
つ

く
り
出
し

て
い
ま
す
。

水
が
旅
を
す
る
こ
と
で
石
も
旅

を
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
日

本
海
に
到
達
し
た
水
は
上
空

に
舞
い
上
が
り
、
再
び
雲
そ

し
て
雪
と
な
り
白
山
手
取
川

ジ
オ
パ
ー
ク
内
で
旅
を
続
け

る
の
で
す
。
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク

で
は
、
こ
の
水
と
石
の
旅
が
生
み
出
し

た
大
地
と
自

然
、
人
と
の

密
接
な
関
わ

り
を
楽
し
み

な
が
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き

ま
す
。

● 

勝
山
に
も
水
と
石
の
旅
か
ら
生
ま
れ

た
資
源
が

　

勝
山
の
河
岸
段
丘
（
七
里
壁
）
も
、

水
が
大
地
を
削
る
は
た
ら
き
と
大
地
の

隆
起
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
で
き
た
も

の
の
一
つ
で
す
。
地
下
水
が
地
表
に
湧

き
出
た
湧
水
も
見
ら
れ
ま
す
。
テ
ー
マ

は
違
い
ま
す
が
、
共
通
点
は
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
す
。

　

と
な
り
の
ジ
オ
パ
ー
ク
を
訪
れ
、
資

源
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
郷
土
の
良
さ

を
再
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

写
真
・
図
提
供

白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

問　

観
光
政
策
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
７

－第8回－　トンネルを抜けるとそこもジオパークだった！！－第8回－　トンネルを抜けるとそこもジオパークだった！！

水循環の模式図

手取峡谷

２
月
エ
コ
協
通
信

　

わ
が
ま
ち
魅
力
発
酵
事
業
の
新
規

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
部
で
取
り
組
ま

れ
た
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

第
３
回
は
、
勝
ち
山
Ｂ
ｏ
ｋ
ｋ
ａ

ｋ
ｅ
連
盟
、
白
山
の
祈
り
実
行
委
員
会
、

ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
オ
ー
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
３

団
体
で
す
。

●【
勝
ち
山
ボ
ッ
カ
ケ
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
事
業
】

勝
ち
山
Ｂ
ｏ
ｋ
ｋ
ａ
ｋ
ｅ
連
盟

　

当
連
盟
で
は
、
勝
山
の
郷
土
料
理
で
あ

る
伝
統
の
ぼ
っ
か
け
を
「
元
祖
」、
観
光

客
向
け
創
作
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
を
「
勝
ち

山
ボ
ッ
カ
ケ
」
に
区
分
し
、
５
月
28
日
に

は
試
食
品
評
会
を
開
催
し
、
市
内
の
飲
食

店
12
店
が
考
案
し
た
創
作
メ
ニ
ュ
ー
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
他

に
も
、
勝
ち
山
ボ
ッ
カ
ケ
マ
ッ
プ
の
作
成

や
、
ぼ
っ
か
け
の
学
校
給
食
へ
の
献
立
化

推
進
な
ど
、
観

光
客
の
満
足
度

向
上
や
地
域
経

済
の
活
性
化
、

古
き
良
き
伝
統

を
伝
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
た

活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

●【
白
山
の
祈
り
２
０
１
４
】

白
山
の
祈
り
実
行
委
員
会

　

７
月
16
日
か
ら
３
日
間
、
白
山
の
大
祭

に
合
わ
せ
て
平
泉
寺
の
Ｐ
Ｒ
と
白
山
信
仰

を
深
く
知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
開
催
し
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
や
地
元
食
材
を
使
用
し
た

伝
統
食
の
バ
イ
キ
ン

グ
で
交
流
し
、
そ
の

後
、「
白
山
を
中
心
と

し
た
歴
史
体
験
観
光
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

雨
で
登
山
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
大
変

好
評
で
し
た
。

●【
か
っ
ち
ゃ
ま
D
E
タ
イ
感
！

　
　

〜
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
の
車
窓
か
ら

２
０
１
４
夏
―
秋
〜
】

　

ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
オ
ー
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

　

８
月
23
日
「
勝
山
ま
ち
な
か
ス
ト
リ
ー

ト
フ
ェ
ス
」
で
、
８
名
の
県
外
オ
ー
ナ
ー

に
協
力
い
た
だ
き
車
両
展
示
・
体
験
乗
車

を
実
施
し
ま
し
た
。
夜
に
は
電
飾
パ
レ
ー

ド
も
行
い
、
多
く
の
来
場
者
の
方
が
〝
タ

イ
感
〞
し
大
変
好

評
で
し
た
。
10
月

26
日
「
勝
山
う
ま

い
も
ん
祭
り
」
で

は
車
両
展
示
で
参

加
し
ま
し
た
。

問　

勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会

事
務
局　

☎
87
‐
１
０
１
１
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人件費の状況人件費の状況
　平成26年4月1日現在の市の三役、
市議会議員、市職員の給料・手当など
を公表します。

人件費の決算状況

職員給与費の状況

職員手当の状況 国と比較した平均給料月額

国と比較した初任給

部門別職員数の状況

職員の経験年数平均給料

特別職等の報酬

等級別職員数の状況

（25年度決算・普通会計）

（26年度予算・普通会計）

（26年度） （26.4.1現在）

（26.4.1現在）

（各年の4.1現在）

（一般行政職（大学卒）） （26.4.1現在）

（26.12.1現在）

（26.4.1現在）
職員数 302人

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 24年度
千円 千円

13,537,127 2,284,734 16.9％ 19.7％

（注）人件費には特別職に支給される給料・報酬などを含みます

職員数（A）
給　　　与　　　費 １人あたりの

給与費（B/A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）
千円 千円 千円 千円 千円

274人 1,035,685 156,863 369,483 1562,031 5,722

区　　　分 主　な　内　容

期 末 手 当
勤 勉 手 当

６月期
12月期
　計

　 期末手当
1.225月分
1.375月分
2.60月分

勤勉手当
0.675月分
0.825月分
1.50月分

退 職 手 当

 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.62月分 28.98月分
勤続25年 30.82月分 36.57月分
勤続35年 43.70月分 52.44月分
最高限度額 52.44月分 52.44月分
 （国の最高　52.44月分）
1人あたりの平均支給額23,107千円（25年度）

特殊勤務手当

徴収事務従事手当
動物の死体及び汚物処理従事手当
消防署勤務手当
用地交渉従事手当
感染症防疫作業に従事する職員

扶 養 手 当
配偶者13,000 円配偶者以外6,500円
（扶養親族のうち満16歳から22歳
までの子1人につき5,000円加算）

住 居 手 当 借家23,000円までの場合12,000円
を引いた額

通 勤 手 当 交通機関利用の場合 55,000円まで
自家用車の場合 2,000円～ 31,600円

時 間 外
勤 務 手 当

支給総額　　  73,422千円（25年度）
1人あたりの年額  268千円

区　分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料額 平均年齢 平均給料額 平均年齢
勝山市 316,216円 42年3月 306,806円 52年7月
国 335,000円 43年5月 287,992円 50年1月

区　分 高校卒初任給 高校卒2年目 大学卒初任給 大学卒2年目
勝山市 142,100円 146,500円 174,200円 180,800円
国 142,100円 146,500円 174,200円 180,800円

区分
部門

職　員　数（人） 対前年増減数（人）
Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

一　
　
　
　

般

議 会 4 4 4 △1
総 務 53 50 48 △3 △2
税 務 14 16 16 △1 2
農 水 16 16 16 △1
商 工 12 11 14 △1 3
土 木 27 25 26 1 △2 1
小 計 126 122 124 △2 △4 2

福　

祉

民 生 37 36 32 △1 △4
衛 生 16 15 14 △1 △1
小 計 53 51 46 △2 △5

一般行政計 179 173 170 △2 △6 △3
特
別
行
政

教 育 72 71 70 △1 △1 △1
消 防 37 37 37 1
小 計 109 108 107 △1 △1

公
営
企
業
等

水 道 4 4 3 △1
下水道 6 7 6 1 △1
その他 17 18 17 1 △1
小 計 27 29 26 2 △3

総　合　計 315 310 303 △2 △5 △7
泫　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
休職者を含み、臨時または非常勤職員を除いています（教育長を含む）

7年以上10年未満 10年以上15年未満 15年以上20年未満

214,633円 260,810円 301,553円

市 長 850,000 円 議 長 440,000 円
副 市 長 710,000 円 副 議 長 370,000 円
教 育 長 530,000 円 議 員 350,000 円
期末手当　6月期　1.40月分　　12月期　1.70月分

区分 主な補職内容 職員数 構成比

1級 主 事
技 師 11 3.7％

2級 主 事
技 師 45 14.9％

3級 主 査 90 29.8％

4級 主 任 56 18.5％

区分 主な補職内容 職員数 構成比

5級 主 幹 32 10.6％

6級 課 長 21 7.0％

7級 部 長 11 3.6％

技能労務
職　員

運 転 手
調 理 師
施 設 員

36 11.9％

市職員などの給与を公表
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かつやま”地のもん”推進店とは
　おおむね年間を通して市内で生産・収穫・
漁獲・養殖されたものを販売、または料理と
して提供しているお店です。店頭のオリジナ
ル看板などが目印です。
　市内に41店舗あり、市のホームページに店
舗一覧表を掲載しています。
問　農業政策課（市役所１階）☎88 ｰ 8106

新白山亭（平泉寺町平泉寺）
営業時間▶9時～17時（不定休）
☎87 ｰ 0307
　主に平泉寺町内の農産物を活用し
た地域性のあるメニューを食べに来
てください。
提 供物▶蕎麦がき、青豆の味噌汁、
きび団子など

平成26年度新規認定店 新
た
な
店
舗
が
認
定
さ
れ
ま
し
た

新
た
な
店
舗
が
認
定
さ
れ
ま
し
た

〜
か
つ
や
ま

〜
か
つ
や
ま
〝
地
の
も
ん
〞

〝
地
の
も
ん
〞
推
進
店
〜

推
進
店
〜

ふくいの
伝統野菜

勝
山
水
菜

「
伝
統
野
菜
」
と
は

　

野
菜
に
は
、
も
と
も
と
全
国
各

地
に
固
有
の
品
種
が
み
ら
れ
ま
し

た
が
、
１
９
６
０
年
代
半
ば
か
ら

効
率
的
に
周
年
安
定
生
産
で
き
る

品
種
へ
の
改
良
が
進
み
、
地
域
固

有
の
品
種
は
生
産
量
が
激
減
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
伝
統
野
菜
は

同
じ
地
域
で
長
く
採
取
を
繰
り
返

し
、
寒
さ
や
暑
さ
と
い
っ
た
気
候

条
件
や
虫
害
な
ど
に
耐
え
る
う
ち

に
、
そ
の
土
地
で
の
生
育
に
適
応

し
た
品
種
と
な
り
、
限
ら
れ
た
地

域
内
で
は
、
安
定
し
た
収
穫
が
期

待
で
き
、
独
特
な
香
り
、
え
ぐ
み
、

苦
味
、
甘
味
と
い
っ
た
風
味
を
持

つ
も
の
が
多
い
で
す
。

　

伝
統
野
菜
と
い
え
ば
、京
野
菜
、

加
賀
野
菜
な
ど
が
有
名
で
す
が
、

勝
山
に
も
「
勝
山
水
菜
」「
妙
金

な
す
」、
奥
越
地
区
の
伝
統
野
菜

と
し
て
「
奥
越
さ
と
い
も
」
が
あ

り
ま
す
。

　

中
で
も
今
が
旬
の
勝
山
水
菜
に

つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

か
つ
や
ま
の

伝
承
料
理
を
楽
し
む
会

　

ほ
う
き
の
実
の
ゴ
マ
和
え
、
鮭

の
熟
れ
鮨
、
ぼ
っ
か
け
な
ど
地
域

に
伝
わ
る
伝
承
料
理
で
、
心
温
ま

る
家
庭
の
味
を
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

と　

き
▼
３
月
１
日
㈰

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
1
時

※
開
場　

午
前
11
時

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か

定　

員
▼
80
人

申
込
締
切
▼
２
月
20
日
㈮

参
加
費
▼
２
０
０
０
円

※ 

参
加
費
を
添
え
て
左
記
ま
た
は

各
公
民
館
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
チ
ケ
ッ
ト
を
お
渡
し
し

ま
す
）

申 
・
問　

生
涯
学
習
･
ス
ポ
ー
ツ

課
（
教
育
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
４

　
〝
春
を
告
げ
る
野
菜
〞
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
勝
山
水
菜
で
す

が
、
古
く
は
江
戸
時
代
か
ら
栽
培

さ
れ
、
積
雪
の
あ
る
１
月
に
雪
を

取
り
除
き
、
水
を
引
き
込
み
な
が

ら
育
て
ま
す
。
勝
山
水
菜
と
い
っ

て
も
、
北
市
水
菜
、
郡
水
菜
と
い

う
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
系
統
が
受

け
継
が
れ
て
お
り
、
茎
（
葉
柄
）

の
色
や
、味
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

硬
そ
う
に
見
え
る
太
い
茎
に
は

甘
み
と
独
特
の
苦
み
が
あ
り
、
茹

で
る
と
驚
く
ほ
ど
柔
ら
か
く
な
り

ま
す
。
雪
の
下
で
一
定
の
温
度
に

保
た
れ
た
環
境
で
育
つ
た
め
、
糖

分
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
抗
酸
化
成

分
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。
食
べ

方
は
お
ひ
た
し
、
お
は
ず
け
、
油

あ
げ
と
煮
る
な
ど
シ
ン
プ
ル
に
味

わ
う
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

　

今
が
旬
の
勝
山
水
菜
は
市
内
の

ス
ー
パ
ー
や
食
料
品
店
で
購
入
で

き
ま
す
。

問　

農
業
政
策
課（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
６
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人間ドック各種コース
コース 自己負担額

１日
人間ドック

男性 13,800円
女性 14,300円

乳がん検査対象者 16,200円
追加検査
（上記金額に

追加）

脳ドック ＋10,300円
PET-CT検査
（別日です）

医大コース ＋43,000円
済生会コース ＋44,280円

脳ドック（単独） 14,900円
※平成27年度は歯科ドックを行いません

～受付完了および
受診予定日の通知について～

　今年度より人間ドック受付完了のハガキ（３月
中旬を予定）に受診予定日の表示を行います。
　お知らせした予定日の都合が悪い場合は直接福
井勝山総合病院検診センターにお問い合わせいた
だき、受診日の調整を行った後、市民課まで変更
日をお知らせください。

問　JCHO福井勝山総合病院健診センター
　　（平日10:00 ～ 16:30）　　　☎88 ｰ 8166

　平成27年度の国民年金保険料は月額15,590円で
す。保険料はまとめて前払い（前納）すると割り引
きされます（下表参照）。口座振替での前納は、現
金での前納に比べて割引額が多く、納め忘れも防止
できますので、ぜひご利用ください。
申 込方法▶口座振替納付申出書に必要事項を記入・
押印（金融機関の届出印）のうえ、市民課・年金
事務所・金融機関のいずれかにご提出ください。
振替日▶
　6カ月（上期）、１年、２年前納 …… 4月末日
　6カ月（下期）前納 ………………… 10月末日
　各月前納…………………………………当月末日
　※口座の残高不足にご注意ください

申込締切▶2月27日㈮必着
　※ 6カ月（下期）前納分の申込締切は8月末日

平成２7年度  国民健康保険 平成２7年度  国民健康保険 人間ドックの受付が始まります！人間ドックの受付が始まります！ 国
保

年
金

国民年金保険料の納付は口座振替が便利でお得！国民年金保険料の納付は口座振替が便利でお得！

申込締切申込締切
33月月66日日

申込みはお早めに申込みはお早めに

締切間近！締切間近！

　市役所年金担当課を名乗り、年金の振
込口座などを尋ねる電話があったという
相談が寄せられています。市役所や年金
事務所から年金の振込口座について電話
で尋ねることはありません。
　不審に思ったらすぐに電話を切り、下
記までお問い合わせください。

不審電話にご注意を！

平成27年度国民年金保険料　割引額表
２年分 １年分 ６カ月分 １カ月分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

定　　　　額 382,200 ― 187,080 ― 93,540 ― 15,590 ―

口座振替前納 366,840 15,360 183,160 3,920 92,480 1,060 15,540 50

現 金 前 納 ― ― 183,760 3,320 92,780 760 ― ―

（単位：円）

　健康で快適な生活を送るために、健診の機会を
活用し健康管理を行いましょう。
対 　象▶勝山市国民健康保険に加入する30歳～
74歳の方
申 込方法▶本誌と同時に配布されるチラシ（申込
書）に必要事項を記入し、下記まで提出してく
ださい
提 出先▶市民課、健康長寿課、各公民館
注意事項▶
• 右記の自己負担額は、おおよその金額です。
実際に医療機関の窓口でお支払いいただく自
己負担額とは異なる場合があります
• 人間ドックにはがん検診・特定健診が含まれ
ていますので、人間ドックを受診された方は、
がん検診・特定健診を受診できません
• 脳ドックとの併用は可能です

問　市民課（市役所１階）☎88 ｰ 8102

問　市民課（市役所1階）　☎88 ｰ 8102　　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 2316
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山口茜選手に続け！

全国小学生バドミントン優勝を報告全国小学生バドミントン優勝を報告

　昨年12月に新潟県で行われた「第23回全国
小学生バドミントン選手権大会」の男子ダブ
ルス６年生以下の部で優勝した中村舜君（成
器南小６年）と木田悠人君（荒土小学校６年）
と、男子ダブルス５年生以下の部で３位入賞
した中野文哉君、南茂斗

と わ
羽君（いずれも成器

南小５年）が、市役所を訪れ、優勝の報告を
行いました。
　中村・木田ペアは昨年に引き続き２連覇を
達成しました。
　山口茜選手の次代を担う選手が育ってきて
います。

ごみ分別の徹底をお願いします
　可燃性ガスが残ったままのスプレー缶などがご
みとして出されると、ごみ収集車やごみ処理施設
での火災の原因となります。作業員や付近にお住
まいの方などに多大な被害を及ぼすおそれがあり
ますので、ごみ分別の徹底をお願いします。

　中身を使い切って、必ず穴を
開けてガスを抜いてから、缶類
として出してください。

　使い切って透明なビニール袋
に入れて燃やせないごみとして
出してください。ガスが残って
いるものは危険なので出さない
でください。

問　環境政策課（市役所２階）☎88 ｰ 8104

ガスコンロ用ボンベやヘアースプレー缶など

使い捨てライター

第11回恐竜クロカンマラソン
６月14日㈰開催！　会場：かつやま恐竜の森

種目：2km・3km・5km・10km・20km・ウォーキング（3km・13.5km）

申込締切　
　インターネット　　 ５月15日㈮
　郵便振替･窓口受付　５月25日㈪

ゲストランナー

かつやまマラソン大使

君 原 健 二 氏
メキシコ五輪マラソン　銀メダル

※駐車場が弁天緑地から越前大仏に変わりました

スポーツ振興くじ助成事業申請中

申・問　勝山恐竜クロカンマラソン実行委員会
　（生涯学習・スポーツ課内）
　〒911-8501　勝山市元町１丁目５ー６　☎88 ｰ 8114
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勝山左義長まつり勝山左義長まつり
２月21日㈯
　午後１時～ 一番太鼓（上袋田区やぐら）
 左義長ばやし 他 催し物

２月22日㈰
　午前10時～ 子どもばやしコンクール
 左義長ばやし 他 催し物
　午後９時～ どんど焼き（弁天緑地）

※ 両日、各区において作り物の展示、絵行
燈が飾られます

　どんど焼き会場（弁天緑地）への持
ち込みは、下記の時間にお願いします。
　 21日(土)　午後１時～５時
　 22日(日)　午前10時～午後４時
　なお、正月飾り以外の持ち込みはで
きません。
※ どんど焼き会場は例年より九頭竜川
上流に移りますのでご注意ください

第
３
回
勝
山
左
義
長
ま
つ
り

絵
行
燈
川
柳
全
国
公
募
入
賞
句

椎
名
誠
賞

　
「
左
義
長
が

　
　

帰
っ
て
お
い
で
と

　
　
　
　
　

子
等
を
呼
ぶ
」

神
奈
川
県　

岡
部　

伸
子
さ
ん

※ 

入
賞
作
品
21
句
は
ゆ
め
お
ー
れ

勝
山
前
で
展
示
し
ま
す

奇　祭

正月飾りの持ち込みは
21日㈯午後１時以降に

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
27
年
度
交
通
災
害
共
済
の

加
入
申
し
込
み
を
、
３
月
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。

　

交
通
災
害
共
済
は
、
加
入
者
が

万
一
交
通
事
故
に
あ
っ
た
際
に
、

見
舞
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

１
人
５
０
０
円
（
年
額
）
の
掛
金

で
、
最
高
１
０
０
万
円
の
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

申
込
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
を
今
月

下
旬
に
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
各
区
長
を
通
じ
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
役
所
や

福
井
銀
行
で
も
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。

支 

給
対
象
▼
交
通
機
関（
自
動
車
、

バ
イ
ク
、
自
転
車
な
ど
）
の
運

行
に
伴
う
接
触
、
衝
突
な
ど
の

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷

加 

入
資
格
▼
市
内
に
住
民
登
録
の

あ
る
方

共
済
掛
金
▼
年
額
５
０
０
円

有
効
期
間
▼
４
月
１
日
〜

平
成
28
年
３
月
31
日

※ 

４
月
１
日
以
降
の
加
入
の
場

合
、
有
効
期
間
は
受
付
日
の
翌

日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま
す

受
付
開
始
日
▼
３
月
２
日
㈪

見 

舞
金
請
求
期
間
▼
事
故
発
生
日

か
ら
２
年
以
内

見舞金支給実績（平成25年度）
加入者数12,865人（加入率50.1％）

等　級 見舞金額 件数 支給金額
１等級 100万円 3件 300万円
２-１等級 100万円 ― ―
２-２等級 80万円 ― ―
３等級 30万円 ― ―
４等級 15万円 3件 45万円
５等級 8万円 4件 32万円
６等級 7万円 13件 91万円
７等級 5万円 13件 65万円
８等級 2万円 3件 6万円

合　計 39件 539万円
※ 詳しくは、２月26日㈭に全戸配布するパン
フレットをご覧ください
問　環境政策課（市役所２階）☎88 ｰ 8104 
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越前大仏前で一斉放水！
■１月10日　越前大仏前駐車場

　勝山消防本部の出初式が行われ、消防署員、市内
各消防団員約200人が参加して一斉放水などが行わ
れました。

湯ったり勝山がオープン！
■１月18日　市民交流センター

　健康の駅「湯ったり勝山」がオープンし、記念式典
が行われました。また、２階ホールにてオープン記念
のアトラクションなども行われました。

まゆ玉飾りに挑戦！
■１月15日　ゆめおーれ

　小正月の行事である「まゆ玉飾り」がゆめおーれ
勝山で行われ、松文保育園の園児20人が、けやきの
枝に飾り付けを行いました。

文化財を火災から守れ！
■１月22日　野向町龍谷

　市指定文化財である「比良野家住宅離れ座敷」が
火災になったとの想定で、放水と文化財を運び出す
訓練が行われました。

春節パーティーで餃子作り
■２月１日　すこやか

　国際交流サロン「ナンシーの春節パーティー」が
開催され、市内に住む中国人ら約20人が一緒に餃子
作りをして交流を図りました。

小原地区での活動に文化賞
■２月４日　市役所

　北谷町小原地区での古民家修復やエコツーリズム
活動が評価され「小原ＥＣＯプロジェクト」（國吉一
実代表）がJTB文化交流賞の最優秀賞に選ばれ、受
賞報告に市役所を訪れました。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
注
意
を
！

福井大学官学連携アカデミー
開催日変更のお知らせ

と　き▶2月24日㈫
　　　　午前９時30分～ 10時45分
ところ▶教育会館１階ホール
※講師、内容に変更はありません
問　未来創造課（市役所2階）
　　☎88 ｰ 1115

福井地方法務局からのお知らせ

法務局における
登記相談の予約について

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」へ

ふ
く
い
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン

受
け
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

４
月
１
日
よ
り
、
勤
労
婦
人
セ

ン
タ
ー
が「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」

に
変
更
と
な
り
ま
す
。
勤
労
婦
人

セ
ン
タ
ー
と
勝
山
市
民
大
学
で
そ

れ
ぞ
れ
実
施
し
て
き
た
講
座
を
統

合
し
た
市
民
大
学
の
拠
点
と
し

て
、
よ
り
充
実
し
た
学
習
機
会
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

各
講
座
の
会
場
は
、
現
在
の
勤

労
婦
人
セ
ン
タ
ー
や
教
育
会
館
な

ど
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

開
館
時
間
▼午

前
９
時
〜
午
後
９
時

休 

館
日
▼
日
曜
・
祝
日
、
12
月
28

日
〜
１
月
４
日

使
用
申
請
に
つ
い
て

１ 　

勝
山
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

使
用
許
可
申
請
書
の
提
出

２ 　

使
用
を
許
可
さ
れ
た
方
は
、

そ
の
場
で
使
用
料
を
納
付

勝
山
市
民
大
学
の
募
集
時
期

　

前
期
（
４
月
〜
９
月
）、
後
期

（
10
月
〜
３
月
）
に
分
け
て
募
集
し

ま
す
。
募
集
要
領
は
３
月
、
９
月

の
第
４
木
曜
日
に
配
布
し
ま
す
。

問　

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

☎
87
‐
３
１
６
１

　

ふ
く
い
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
は

子
供
専
用
電
話
で
す
。
子
ど
も
の

声
を
聴
く
の
は
、
一
般
の
受
け
手

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
心
身
と
も

に
健
康
な
18
歳
以
上
の
方
で
あ
れ

ば
、
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

　

左
記
の
研
修
を
す
べ
て
受
講
し

た
後
、
新
年
度
受
け
手
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

と　

き
▼
３
月
１
日
㈰

と
こ
ろ
▼
福
井
県
立
大
学

研
修
費
▼
３
０
０
０
円

定　

員
▼
30
人
（
先
着
順
）

申 

込
方
法
▼
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
を
添
え
て
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

※ 

メ
ー
ル
の
場
合
は
件
名
に
「
受

け
手
研
修
申
し
込
み
」
必
須

申 
・
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

福
井
県

子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
６
‐
97
‐
８
４
６
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
７
６
‐
97
‐
８
４
６
１

e-m
ail childnpo@

m
use.

ocn.ne.jp

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
方
法

は
下
記
の
と
お
り
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
特
に
注
意
が
必
要
な
方

　

妊
婦
や
幼
児
、
高
齢
者
だ
け
で

な
く
、
次
の
基
礎
疾
患
を
お
持
ち

の
方
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

る
と
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
予
防

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

• 

慢
性
呼
吸
器
疾
患

• 

慢
性
心
疾
患

• 

糖
尿
病
な
ど
の
代
謝
性
疾
患

• 

腎
機
能
障
害

• 

ス
テ
ロ
イ
ド
内
服
な
ど
に
よ
る

免
疫
機
能
不
全

◆
予
防
方
法

①
う
が
い
・
手
洗
い

　

家
に
帰
っ
た
ら
、
う
が
い
と
石

け
ん
で
手
洗
い
を
す
る
。

②
人
混
み
を
避
け
る

　

他
人
か
ら
の
感
染
の
リ
ス
ク
を

減
ら
す
た
め
、
で
き
る
だ
け
人
混

み
に
は
出
か
け
な
い
。
出
か
け
る

場
合
は
、
マ
ス
ク
を
つ
け
る
。

③
適
度
な
湿
度
を
保
つ

　

ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入
る
の
を

防
ぐ
鼻
や
の
ど
の
粘
膜
を
守
る
た

め
に
、
部
屋
の
湿
度
を
適
度
に
保

ち
、
空
気
を
乾
燥
さ
せ
な
い
。

④
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
取
る

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

と
、
十
分
な
睡
眠
を
と
る
。

◆
も
し
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

他
人
へ
う
つ
さ
な
い
よ
う
マ
ス

ク
を
つ
け
、
早
め
に
病
院
に
か
か

る
。
お
茶
や
ジ
ュ
ー
ス
、
ス
ー
プ

な
ど
で
水
分
補
給
す
る
。

◆
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

咳
や
く
し
ゃ
み
の
際
は
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
鼻
と
口
を
押

さ
え
、
周
囲
の
人
か
ら
顔
を
そ
む

け
る
。

　

使
用
後
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
フ

タ
付
き
の
ご
み
箱
に
捨
て
る
。

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

　福井地方法務局では、２月２日から、
登記の申請に関する相談について、予
約制とさせていただいております。
　不動産登記（相続登記や住宅ローン
返済による抵当権抹消登記など）およ
び商業・法人登記（会社設立・役員変
更登記など）の申請手続に関する相談
をされるお客さまは、事前に電話など
により予約していただきますようお願
いします。
　予約いただいたお客さまには、お待
たせすることなく相談をお受けするこ
とができますので、皆さまのご協力を
お願いします。
申・問　福井地方法務局登記部門
　　　　☎0776 ｰ 22 ｰ 4988
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願が
ん
の
う王
地
蔵
菩
薩

　

こ
の
地
蔵
菩
薩
は
村
岡
町
五
本
寺
地
区
の
道

沿
い
に
建
つ
御
堂
に
、
両
手
を
合
わ
せ
た
姿
で

安
置
さ
れ
て
い
る
。
坐
像
な
が
ら
高
さ
は
１
１

０
㎝
あ
り
赤
い
帽
子
と
た
す
き
を
か
け
て
い

る
。
こ
の
お
地
蔵
様
の
世
話
を
さ
れ
て
い
る
の

は
、
道
を
挟
ん
だ
地
蔵
堂
前
の
小
玉
さ
ん
の
お

宅
で
、
こ
れ
ま
で
祭
礼
の
幕
な
ど
も
用
意
さ
れ

て
き
た
。
祭
礼
は
毎
年
８
月
14
日
の
夕
方
に
区

民
が
集
ま
り
行
わ
れ
て
き
た
。
供
養
は
昔
か
ら

国
泰
寺
の
和
尚
が
勤
め
て
き
た
。

　

地
蔵
尊
は
「
子
供
の
守
り
神
」
と
信
じ
ら
れ
、

ま
た
日
本
の
民
間
信
仰
で
は
道
祖
神
と
し
て
の

性
格
も
合
わ
せ
も
つ
。
こ
の
世
で
も
だ
え
苦
し

ん
で
い
る
非
力
な
人
を
救
い
、
ま
た
地
獄
の
責

苦
か
ら
も
救
済
し
て
く
れ
る
菩
薩
で
あ
る
。
道

祖
神
は
集
落
の
中
心
や
境
に
祀
ら
れ
、
村
の
守

り
神
で
あ
り
旅
や
交
通
安
全
の
神
で
も
あ
る
。

　

五
本
寺
の
真
ん
中
を
走
る
こ
の
道
路
は
、
国

道
４
１
６
号
線
が
開
通
す
る
以
前
、
勝
山
町
か

ら
村
岡
・
野
向
・
荒
土
・
北
郷
方
面
に
向
か
う

最
も
主
要
な
道
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
18
世
紀
初

め
の
町
の
景
観
を
描
く
「
元
禄
勝
山
町
図
」
で

は
、
北
に
向
か
っ
て
「
黒
原
道
」
が
描
か
れ
て

い
る
。
そ
れ
以
後
の
各
種
絵
図
に
は
「
加
賀
新

保
道
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
滝
波
川
が
洪
水
で

福
井
道
が
通
行
で
き
な
い
時
は
、
新
保
か
ら
中

野
橋
を
渡
っ
て
福
井
に
向
か
っ
た
。
こ
う
し
た

交
通
の
要
地
で
あ
っ
た
た
め
、
道
に
面
し
て
地

蔵
堂
が
建
て

ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

昔
の
地
蔵

堂
は
現
在
地

よ
り
少
し
南

に
建
て
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
そ
の
建
立

さ
れ
た
い
わ
れ
に
つ
い
て
は
、
お
堂
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
「
願
王　

■
■
■
■
」（
■
は
判
別
不
能
）

の
額
が
唯
一
の
手
掛
か
り
で
あ
っ
た
。
地
元
の
方

か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
た
め
、
い
ろ
ん
な
史

料
を
調
べ
る
な
か
で
、
比
良
野
八
郎
右
衛
門
家

文
書
の
用
留
に
僅
か
な
典
拠
を
見
つ
け
た
。

　

前
後
関
係
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

確
実
な
と
こ
ろ
を
以
下
に
列
挙
す
る
。
開
眼
供

養
は
文
化
６
年
（
１
８
０
９
）
に
国
泰
寺
和
尚

の
手
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
地
蔵
菩
薩
は
五
本
寺

野
大
工
の
磯
右
衛
門
が
建
て
、
当
初
は
同
家
の

軒
下
に
あ
っ
た
。
道
路
沿
い
に
御
堂
を
新
築
し

よ
う
と
し
た
が
村
の
反
対
に
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
国
泰
寺
の
檀
家
総
代
と
も
い
う
べ
き
比
良
野

八
郎
右
衛
門
家
に
仲
介
を
頼
ん
だ
。
八
郎
右
衛

門
は
五
本
寺
村
の
了
解
を
得
る
た
め
、
庄
屋
の

（
斎
門
）
六
右
衛
門
の
力
を
借
り
た
。
六
右
衛

門
が
村
寄
合
で
説
得
し
、
よ
う
や
く
敷
地
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
地
蔵
堂
・
地
蔵

菩
薩
が
建
立
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ

も
そ
も
地
蔵
尊
を
建
立
す
る
契
機
と
な
っ
た
の

は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
文
化
６
年
は
国
泰
寺

開
基
霊れ
い
た
ん潭
和
尚
百
回
忌
に
当
た
り
、
恐
ら
く
そ

の
た
め
托
鉢
（
勧
進
）
が
行
わ
れ
、
そ
の
祈
願

成
就
を
記
念
し
て
尊
像
が
造
ら
れ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

市
内
各
地
に
多
く
の
お
地
蔵
様
が
残
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
云
わ
れ
が
わ
ず
か
な
が
ら
知
る

こ
と
が
で
き
る
例
と
し
て
紹
介
し
た
。
各
地
区

に
残
る
地
蔵
の
由
来
を
御
存
じ
の
方
は
、
ぜ
ひ

市
史
編
纂
室
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「僕たちの国の
自衛隊に
21の質問」

「やきざかなの
のろい」「中村修二劇場」

半田　滋／著
講談社

塚本　やすし／作
ポプラ社

日経ＢＰ社特別編集班／編
日経ＢＰ社

　戦争を放棄したはずの日本ですが、これからは
「戦争のできる国」になるかもしれません。「ア
メリカ軍は、どうして日本に基地を置いている
の？」「最近つくられた組織や法律によって、日
本は戦争がしやすくなるの？」など、将来、戦
場に行かされる若い世代の抱く疑問に答えます。

　ぼくは焼き魚が嫌いです。骨があって
食べにくいし、苦いからです。ある日、
夕食の焼き魚をつっつくだけで、食べたふ
りをした男の子。すると、焼き魚が「ちゃ
んと食べてくれ」としつこく訴えてきまし
た。男の子がそれを無視していると…。

　世紀の発明の道程、会社を訴えたわけ
…。地方企業の技術者が青色ＬＥＤを発明
し、科学界最高の栄誉を獲得するまでを、
当時の『日経エレクトロニクス』や『日経
ビジネス』などの記事やインタビューでつ
づった全記録。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成27年１月末 前年比

総件数 60件 ＋15件

人身事故
（うち高齢者）

6件
（1）

－3件
（－2）

死　者
（うち高齢者）

0人
（0）

0人
（0）

傷　者 6人 －4人

物損事故 54件 ＋18件

２月の納税

12月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 １月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,869人 8 －19 －11 12 －12 0 11,858人 －11人
女 13,011人 9 －20 －11 22 －21 1 13,001人 －10人
合　計 24,880人 17 －39 －22 34 －33 1 24,859人 －21人
世帯数 8,091世帯 8,100世帯 9世帯

人口の動き

固定資産税▶第４期　
納期限▶３月２日㈪　口座振替▶2月26日㈭

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪21

広報かつやま2月号 №723 　　 14

勝山市安全安心推進審議会

勝山警察署

落
し
物
・
拾
い
物
につ

い
て

【
落
し
物
を
し
た
と
き
は
】

　

最
寄
り
の
警
察
署
・
交
番
・

駐
在
所
に
届
け
出（
遺
失
届
）

を
し
ま
し
ょ
う
。
遺
失
届
は
、

電
話
で
も
届
け
出
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
施

設
内
で
落
と
し
た
場
合
は
、
施

設
の
事
務
所
へ
も
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

【
拾
い
物
を
し
た
と
き
は
】

　

最
寄
り
の
警
察
署
・
交
番
・

駐
在
所
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

　

拾
っ
た
日
か
ら
７
日
以
内
に

届
け
出
な
い
と
、
落
と
し
た
人

か
ら
の
お
礼
や
落
と
し
た
人
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
場
合
に
拾
っ

た
物
を
受
け
取
る
権
利
が
な
く

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
施

設
内
で
拾
っ
た
場
合
は
、
施
設

の
事
務
所
に
届
け
出
ま
し
ょ

う
。

【
取
扱
い
に
係
る
留
意
事
項
】

　

落
し
物
・
拾
い
物
（
拾
得

物
）
の
保
管
期
間
は
３
カ
月

で
す
。

　

携
帯
電
話
や
運
転
免
許
証

な
ど
、
個
人
情
報
が
入
っ
た

拾
得
物
は
所
有
権
を
取
得
で

き
ま
せ
ん
。

リ
ュ
ウ
ピ
ー
君
と
チ
ャ
マ
ゴ
ン
の

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

　

骨
折
は
、
気
づ
か
ず
に
放
置

す
る
と
、
悪
化
し
た
り
、
治
癒

を
遅
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
特
に
子
ど
も
や
高
齢

者
の
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

骨
折
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と

応
急
処
置
方
法
を
知
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

骨
折
し
て
い
る
場
合
の
特
徴

● 

痛
み
が
激
し
く
、
冷
や
汗
が

で
た
り
、
ち
ょ
っ
と
触
れ
て

も
飛
び
上
が
る
ほ
ど
痛
い

● 

ま
わ
り
が
出
血
し
て
腫
れ
て

い
る

● 

手
足
が
動
か
せ
な
い

●  

触
る
と
骨
が
崩
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
こ
と
が
あ
る

●  

折
れ
た
骨
が
す
れ
て
コ
ツ
コ

ツ
音
が
す
る
こ
と
が
あ
る

●  

変
形
し
た
り
、
く
ぼ
ん
だ
り
、

大
腿
骨
や
股
関
節
の
骨
折
で

は
左
右
の
足
の
長
さ
が
違
う

こ
と
も
あ
る

骨
折
し
た
時
の
応
急
処
置

　

骨
折
し
た
場
合
に
は
、
無
理

に
動
か
さ
ず
、
そ
の
場
で
応
急

処
置
を
し
ま
し
ょ
う
。
板
や
傘

な
ど
、
副
木
に
な
る
も
の
を
探

し
、
骨
折
箇
所
が
動
か
な
い
よ

う
に
、
上
下
の
関
節
ま
で
し
っ

か
り
固
定
し
ま
す
。

応
急
処
置
の
手
順

●  

骨
折
し
た
部
分
を
動
か
さ
な

い
よ
う
に
し
て
、
患
者
を
安

全
な
場
所
に
移
動
さ
せ
る

●  

傷
が
あ
れ
ば
、
先
に
傷
の
応

急
処
置
を
す
る

●  

板
や
傘
、
雑
誌
、
毛
布
、
定

規
な
ど
、
副
木
に
使
え
そ
う

な
も
の
を
探
す

●  

骨
折
部
の
上
下
の
関
節
を
含

め
て
副
木
で
固
定
す
る

●  

包
帯
は
副
木
が
動
か
な
い
程

度
に
、
き
つ
す
ぎ
ず
、
ゆ
る

す
ぎ
ず
巻
く

　

応
急
処
置
が
終
わ
っ
た
ら
、
患

部
を
動
か
さ
な
い
よ
う
に
、
す
ぐ

に
病
院
へ
運
び
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
に
多
い
骨
折

　

高
齢
者
が
転
倒
し
て
起
き
上
が

れ
な
い
場
合
な
ど
は
、
骨
折
が
疑

わ
れ
ま
す
。
痛
が
る
の
で
、
安
静

に
し
て
寝
か
せ
て
お
く
と
、
治
療

を
遅
ら
せ
寝
た
き
り
の
原
因
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

強
い
痛
み
を
訴
え
る
場
合
に

は
、
骨
折
を
疑
い
、
す
み
や
か
に

整
形
外
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

骨
折
編

「
急
病
時
の
対
応
」

「
急
病
時
の
対
応
」

骨
折
に
は
適
切
な
応
急
処
置
が
必
要

湯
っ
た
り
勝
山

行
事
案
内

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

と　

き
▼
２
月
24
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

保
健
師
に
よ
る
講
座

と　

き
▼
２
月
26
日
㈭

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

内　

容
▼
安
全
な
お
風
呂
の入

り
方

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
や
す
ら
ぎ
」

☎
87
‐
０
９
０
０

母
子
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

母
子
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

子
育
て
講
座

子
育
て
講
座

と　

き
▼
２
月
27
日
㈮

　

母
子
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

午
後
１
時
〜
１
時
40
分

　

子
育
て
講
座

　
　

午
後
1
時
50
分
〜
2
時
30
分

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か
集
団
健
診
室

対 　

象
▼
生
後
３
カ
月
〜
お
お
む

ね
２
歳
未
満
の
乳
幼
児

内 　

容
▼
身
体
測
定
、
診
察
、
育

児
相
談
、
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

問　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８


